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る 過 た 点 も る 民 の ス 大 が し る 族 ヵ 以 北 う の は こ が な 同 は 

役 去 個 か の 旋 国 ト き 互 て "いと 北 の に 文 東 れ こい 系 瀬 想 本 中 
宮 に 々 ら な 的 々 教 く い 沿 数 文 虹 の ョ ' 化 地 ら れ "の 戸 い 人 海 
を 困 の "の に に 文 は に 洋 千 化 な ア 1」 南 が 中 の を 多 文 内 う 5 は の 
描 し 国 こ だ も 分 化 イ 混 の 年 と る フロ 欧 内 海 さ 囲 数 化 海 か 瀬名 
きる の け 圏 ス り 数 来る よ リ ッ の 陸 岸 まん の に の べべ 戸 を 
まあ すす も ます ももか まれ も まま ます 
3 に 書 の ) に カカ > と ア まい Ss 巻 う *: 

こ の 疾 は 的 る 細 文 た の 中 的 ` 以 ' が れ ラ の る の か だ だ の と 
と 灯 文 の こ に こ か 化 結 民 海 に 後 南 ま ア と ビ 民 ?" 民 れ 同 が ょ き 
に し 化 特 う も の く 賠 果 族 を 人 違 背 の た ル 異 ア 族 し 族 た 系 ' う に 
巡 つ 閣 色 し 一 地 は と で 媒 っ 地 ア サブ プ な 人 か“ 海 の 地 な 
め つ 内 "た 連 域 十 キ あ 文 体 て の フ ハ ヘス る や 文 も 文 で 民 中 内 私 
た だ た あ で ま 観 の は 余り る 化 と い 民 リラ 以 よ そ 化 “ 化 は 話 海 海 達 
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昨 PPS や G 電 早く 維 組 
NAK で ふさ ト G 芯 無味 革 0 だ 庫 
玩 G 弟 回 芝 玉 邊 上 菩 G 誤 家 翼 KY マ を 
NN っ RG 僅 ば の Sno 客 起 突 
戦 攻 だ SG 窓 固 G 調 固 公 ぐ < 
けり ぐ のせ 夫 賞 四 ポ 沿 
ンー 半 さ 据 る ぐ ズ 要 有 
着 表 G 曰 る 工 掴 G や S 記 多 表 人 つや 
Qp3SYQ 和 の MG 民 管 1 
っ 一 胡 ” 堪 章 一 る 0 宙 区 上 


カイ ロ . 富 


カイ ロ は ナイ ル 河 の 三角 洲 に あたる 下 エ ジ プ 
ト と , それ より 南 の ナイ ル 河 流域 の 上 エ ジ プ 
ト の 境 , ナイ ル 河 が 幾つ か の 分 流 に わか れる 
位置 を 占め る . 現在 , イス タン プー ル と 並ん 
で 地中海 域 東 部 の 最大 の 都会 で あり , アラ ブ 
連合 の 首府 で ある が , この 付近 は 昔 か ら エ ジ 
プ ト の 重要 地点 で あっ た . 古 王国 時 代 に は カ 


イロ の 南方 , メン フィ ス に 都 が 置か れ て いた . 


カイ ロ の 町 か ら 西 に , ナイ ル 河 を へ だ て た 彼 
吉 の 砂漠 に は , ギー ザ の 大 ピラ ミッ ド が 眺め 
られ る . スフィンクス と 共に エジプト 文明 の 
遺物 中 , 最も 有名 な この ピラ ミッ ド は , 単に 
巨大 な 方 雛形 の 石造 物 に すぎ な い の だ が , 妙 
に 魅力 的 で 人 を 誘惑 する . だ が , 実際 に 行っ 
て みる と この 巨大 な ギー ザ の ピラ ミッ ド よ り 
も サッ カー ラ の 階段 式 ビ ピラミッド の 方 が 興味 


深い . 近年 , その 周辺 の 発掘 が 進め られ た た ・ 


め , 最 古 の ビラ ミッ ド の 状態 だ け で な く , 周 
壁 や 墳墓 , 列 柱 の ある 建物 な ど , 「 階 段 式 ビ 


ラミ ッ ド 複合 体 」 の 全体 を みる こと が で きる . 
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テー べ は 上 エジプト の 中 心 に ある . 中 王国 時 


代 か ら 新 王国 時 代 に か け て は ここ に 都 が 置か 
れ た . 新 王国 時 代 は エジプト の 国威 が シリ ア , 
- レバ ノン , クレ タ 島 な ど 砂 漠 や 海 を こえ て 大 
い に ふ る っ た 時 代 で , その 勢 威 の 発現 と み ら 
れる 大 記念 物 が テー ベ を 中 心 に 数 多く 残っ て 
いる . ルク ソー ル や カル ナー ク の 大 神殿 , テ 
ー べ の 王 陵 の 谷 に 連なる 歴代 ファ ラオ の 墳墓 , 
デー ル ・ エ ル ・ バ ハリ の 葬 祭 殿 , ラメ ッ セ ウ 
ム な どか が その 代表 的 遺 距 で , 何れ も 巨大 な 石 
造 建 築 で ある . ルク ソー ル や カル ナー ク の 神 
殿 を みる と , いか に 古代 エジプト 人 が 神々 の 
世界 の 実現 の た め に , 地上 で その 全 労 力 を 投 
入 し た か が わか る . 断 燈 深く 掘り こめ られ た 
王 陵 の 内 壁 一 面 に 描か れ た 壁画 や ,. そこ で 発 
見 され た 金銀 財宝 の 豊か さ は ファ ラオ の 権力 
と , 人 は 死後 も 生命 を 持ち 続け る と いう 彼 等 
の 信念 の 根 強 さ を 語る も る の で あろ う . 比較 的 
小さ な 王 陵 に すぎ な い ト ゥ ト ・ ア ンク ・ ア モン 
の 墓 に さえ 驚く ほど の 財宝 が 埋め られ て いた 


の AR ジー Ys S 
。 


眼前 に 紺 有 の 海 を , 背後 に は 余り 高く な い が に の で る | Ma 表 還 和 人 き 人 還 タ フ 漢 
2 夫 記 前 ノ : な ミ ェ に 
ー 年 の 半ば を 雪 に 覆 わ れる レバ ノ ン 山 脈 を 控 め の ル 孝 他 獲 は の いれ 占 こ あ 役 活 セ じ ヤニ 続 
える レバ ノン の 首都 , ベイ ルー ト の 街 は , 地 際 1 和 2 ト レ の め 人 る 割 Ai キ い 
> ュ ェ ル フー 邊 ー ” 4 ル ズバ た 9 を を アプ ア て 
中 海 滞 で も 屯 も 美しく すぐ で 二 沈 和 諸 を を 過 ラ た っ ュ っ 諸 ノ の た の ビ ど 果 展 に 方 の い 
つ だ . フリ ー・ ポ ー ト と いう わけ で カメ ラ や 性 中 寺 の 領国 ン 本 め 東 プレ し 開 北 で 人 る 
宝石 類 が 安く 買え る の も 人 々 を 集め る 魅力 と 心 数 諸 は で と 代 方 ロ た "アア は < 々 “* 
の 共 ズバ 久 に に コ 
な っ て いる . し か し , この 鍛 光 国 の 内 面 は 決 衣 に も も も し まる SM 
し て お だ や か で は な い . キリ スト 教徒 と イス び い る め 異 和 た 人 ダ 還 ル と シン と き タ フ < は 
三 の に R に ま ンタ べ グン か ゝ わ 
ー ト に は 浴室 に まで 電話 の ある 近代 化 さ れ た 多 人 る 了 催 全 イ い タク な AN 商 シ 人 上 
ホテ ル が ある 一 方 , そこ か ら 1 時 間 も 自 動車 よ 多 こ No 人 傘 る 且 チ デリ 5 
い ど に にとり リ \ ト 間 。 52 
で レバ ノン 山中 に 入る と 部 族 制 の ドゥ ー ル 一 > 表れ 
ズ 族 が いて 婦 服 常 な い . 街 に は きれ いな みな の 発 中 和 島 方 に “ 
明 : に ke バ コ 
り を し た , を ち 食 と も 見 えな い 和 食 が いる . 近 の し の 開か ウツ クウ の 
代 化 し つつ ある の は 確か だ が , 社会 的 に も 経 中 た 人 を 0 地 西 の ン 人 前 = ノ 
済 的 に も 漠 \ 目 立つ . ベイ ルー ト 付 : は ! ー 形 は 二 印 キ > 
350 科 馬 才 還 が 義 Pe 7 お 人 あ も 播 ア 的 方 ヒン 山 ア を 化 は アー 
の 海岸 は 荒涼 た る 砂浜 か 岩 の 赴 出し た と ころ り フ す \ * で 制 リ り 脈 ン レ は に 地 の と こと 
が 多い が , 市 の 北 に 名 所 , ビジ ョ ン 島 が ある . 生ま 
この 島 を 見 下す 岬 の レス トラ ン は 魚 料理 が 自 「 まま た 千 の れこ 0 と hD だ o 
慢 だ . その 付近 一 帯 か ら は 旧 石 器 が 出土 する . マ ア 大 で に ポ て 砂 ` バ ペレ ベ の た の 


ビ プ ロス は 東 地中海 域 で も 最も 古い 港 の 一 つ 
で , 紀元 前 3 千年 頃 に は 最初 の 街 が 築 か れ た 
前 2 千年 以降 アモ ー ル 人 , ヒ ク ソ ス 人 , エ ジ 
プ ト 人 が 次 々 と ここ を 支配 , 前 1200 年 頃 , 同 
じ フ ェ ニ キア の ティ ルス の 和 覇 権 に 属し , その 
後 も ロー マ 時 代 , 更に 十字 軍 の 時 代 に 至る ま 
で レバ ノン 地方 の 要 港 と し て 栄え た .. 従っ て 
ここ に は 各 時 代 の 住居 寺 , 城壁 , 神殿 の 遺 頭 
が あり , ロー マ 時 代 の 劇場 , 十字 軍 時 代 の 城 
塞 あ ある. ベイ ルー ト か ら ビ プロ ス へ の 道 は 
ナー ル ・ エ ル ・ ケ ルプ と いう 美しい 谷 を 通る 
が , ここ に は エジプト の 植民 以来 , 現在 の 独 
立 に 至る まで の この 地方 の 主 な 支配 者 の 記念 
碑 が 燈 に 刻ま れ て いる . レバ ノン 山脈 の 東側 , 
べ カ の 盆地 に ある バー ル ベ ペック の 神殿 は 土着 
の 太陽 神 バ ー ル を ロー マ 人 が ジュ ピタ ー と 結 
び つ け て 訪 っ た も の . 世界 七 不思議 の 一 つ に 
数 そえ られ た 大 建築 で , 今 も 高 さ 20 米 を 越す 大 
円 柱 が 6 本 残り , ロー マ 時 代 , その 東方 領 の 
中 心 と し て ここ か が 占め て いた 重要 性 が わか る . 


イェ ル サ レ ム は ヨル ダン , イス ラ エ ル の 両国 
に また が る 国境 の 街 だ だ. ユダ ヤ 人 の 国 , イス 
ラ エ ル の 首府 で も ある が キリ スト 教 や イス ラ 
ム 教 関係 の 遺 距 の ある 旧 市 街 は 鍵 ム めど ヨル ダ 
ン 領 に 属し て いる . 旧 市 街 を 囲む 城壁 の ダマ 
スカ ス の 門 , へ ヘ ロ ド の 門 な ど , 有名 な 門 も ヨ 
ル ダ ン 側 に ある . キリ スト の 墓 の ある 聖 墳墓 
寺院 , キリ スト が 確 刑 に され た ゴル ゴ ダ の 丘 , 
祈り を 捧げ た ゲッ セ マ ネ の 園 な ど , 新約 聖書 
で な じみ 深い と ころ が 城内 , 城 外 に 点 在 し て 
いる . だ が 不可 解 な こと も 多い . 殿 墳 墓 寺院 
で は キリ スト 教 の 各 宗 派 が 別々 の 部 屋 を 持ち , 
祈 続 を 捧げ る に も ゃ も 異 っ た 祭 式 を 固守 し , 墓前 
に も それ ぞ れ 別に ラン プ を 上 げ て いる . ユダ 
ヤ 人 墓地 で は 最近 の アラ ブ 人 , ユダ ヤ 人 の 開 
争 の 結果 , 墓碑 が 打倒 され て いる 一 方 , 聖 墳 
墓 寺 院 の 入口 は イス ラム 教徒 に 守ら れ て いる . 
十字 軍 時 代 , イス ラム 軍 の 名 将 サ ラディ ン に 
キリ スト の 墓 を 守る よう 命ぜ られ た 人 達 の 子 
天 が いま だ に その 命 を 奉じ し て い る の だ と いう . 
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キリ スト 教 の 聖地 で ある イェ ル サ レ ム は また 
ユダ ヤ 教 , イス ラム 教 の 聖地 で も ある . アプ 
ラ ハ ム が 神 に 犠牲 を 捧げ た と ころ で , マ ホ メ 
ッ ト が 昇天 し た と ころ で も ある と 伝え る 城内 
の 大 き な 岩 の 上 に は , オム マヤ 朝 時 代 , 大 き 
な ドー ム が つく られ た . 岩 の モ スク が それ で , 
その 建築 は 世界 の イス ラム 建築 中 , 最も ゎ 壮 扇 
な も の と も いわ れ , 付近 の 諸 建 築 と 共に 静寂 
な , 純化 され た 宗教 的 雰囲気 を つく っ て いる . 
イェ ル サ レ ム の 東 , ヨル ダン 河 の 谷 は 世界 最 
低 の 土地 で ある . 谷 の 南端 , 死海 の 標高 は 海 
面 下 392 米 . 塩分 が 濃く , ヨル ダン 河 か ら 魚 
が この 湖 に は いる と 死ぬ の て 死海 の 名 が ある . 
だ が その 水 は 実 に 青く , モア プ の 山々 が せま 
る 風景 は 意外 に 美しい し. ヨル ダン の 首都 アン 
マン も 古い 街 だ . ロー マ 時 代 に フィ ラ デ ル フ 
ィ ア と 云わ れ , この 方 面 の 政治 的 , 軍事 的 中 
心地 で あっ た . ここ か ら 北 , シリ ア の ダマ ス 
カス まで は 草原 が 続き , 羊 の 群 と ラク ダ に 乗 
っ た 廊 避 な ヨル ダン 兵 の 次 が 時 た ま 見 られ る . 
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石 檜 の 彫像 


ラ タ キ エ の 上 市 街 


北 シ リア は シリ ア の 穀倉 と し て , 経済 的 に 恵 
まれ た 地域 で あり , その 中 心 で ある アレ ッ ポ , 
海港 の ラ タ キ エ な ど 何 れ も 活 気 が あ る . アレ 
ッ ポ は シリ ア の 媒 産物 の 大 部 分 を 集散 し , 全 
工業 生産 高 の 半 分 を 生産 する シリ ア 第 1 の 商 
工業 都市 だ ヒッ タイ ト 時 代 に まで さか の ほぼ 
る 古い 都市 で , 市 の 内 外 は ロー マ 時 代 の 舗 石 
道 や , 初期 キリ スト 教 時 代 の 寺院 , サラ ディ 
ン が 築い た と いわ れる 十字 軍 時 代 の 城塞 な ど , 
各 時 代 の 遺 頭 に 富む . 市 の 上 市街 は 石造 の 頑 
丈 な 壁 を も つ 家 々 が 連なり , 重苦しい 雰囲気 
で ある が , 新 市 街 は 広々 と し て 明か る い 近 代 
都市 だ . 北 シ リア は パウ ロ や ヨハ ネ な ど キ リ 
スト の 弟子 達 の 最初 の 布教 地 で あっ た が , そ 
の 後 ビ ザン チン 国 の 支配 下 に 入っ た り , イ 
スラ ム 教 徒 に 占領 され た り , 幾多 の 変遷 を 経 
た . 現在 で は 国民 の 多く は イス ラム 教徒 だ が , 
トル コ 国 境 に 近い 北 シ リア で は シリ ア 正 教 な 
ど キ リス ト 教 の 勢力 も かなり 強い . アレ ッ ポ 
の 町 は 人 口 の 過 ギ 半 が キリ スト 教徒 と いわ れる . 


と ッ タイ の 神 了 中 :-6.C.12C 頂 = 


っ 全 


アナ トリ ア の 高原 に は 上 石器 時 代 以 来 , 人 類 比 ン に ず 化 トン 都 ン 夫 シ れ 
が 住み つい て いた . 紀元 前 2 千年 頃 に は アッ 本 と 人 (て の 
シリ ア 商 人 が カイ セリ ア 付 近 に 進出 , 植民 地 上 内 た 中 え が い シル 内 ロ 計 
2 5 S 海 \ 代 '` て に 繁 1※ 
を つく っ た 方 , それ と 前 後 し て ア リア 増 り 現 域 ト に 更 か 東 栄 マ し 
素 の 民族 が アナ トリ ア に 南下 , ヒッ タイ ト 王 大 在 東 ル は に らし 時 て 
ポテ ンカ ラ ポ ガ ズ ・ 取 * 部 コイ オ は 1 た 代 ` 
国 が アン カラ の 本 ポ ガ ズ キョ イ を 都 と っ 部 音 の 和え ス 臣 守 マ 証 再 
し て 建て られ , 前 14 世 紀 に は その 全盛 時 代 を つ 地 都 中 み ラ マ ザ 帝 四 は 海 
現 由 し た . だ が 前 8 世紀 , この 王国 が 南 遷 し あ 方 は 心 な ムン ン 国 世 べ 昌 
r s 系 h 刑 Ko と 
た 後 は 。 アナトリア 高原 に は 大 勢力 は 起 ら ず 。 を を 学 基 まる 少 衝 必 才 ) 
よう や く 11 世 紀 に 入っ て , セル ジュ ク ・ ト ル | えも も うと キ す すす 名 0 机 
Ne CE コ ン 方 に チ 対 に を パ ズ 
コ が コ ニ ヤ に 都 する に 及 ん で 脚光 を 浴び た が ン エミ 面 も ジ る 海 し ' 取 リト の の 両 ト 
オス マン ・ ト ルコ 時 代 , 都 が イス タン プー ル スエ | ヤ か に ク 島 内 て むせ 巻 ア リ 九 両 ル 
に 共に 薄らい だ . タフ ゲ か ら 原 "が は エレ し < く は ア 十 大 峡 コ 
1923 年 , トル コ の 近代 化 を 指導 し た ケマル ・ チッ ピ 明 の 遊 帯 り 徴 曲 ゲ イ 脈 部 属 2% に は ボ 
バシ ャ の 下 に トル コ 共 和 国 が 生れ る と 首都 は 二 邊 年 全 二 ま 間 た と 二 まい 
ンカ ラ に ー カ は: ラ よ ピ た に に ン に 
アン カラ に 置か れ た . これ は 過去 の イス ラム が どく の 族 イ な 気 海面 の 5 広 ? ジ が で ォ 
文化 か ら 挟 別 し よう と する ケマル の 政策 の 一 の 栄 邊 と 人 人 る に れ 吉 1 条 ゆ ラ 
> ラ R え 出 ン が も 原 ` た | ジ ス 
の で 。 アラ ビア 文字 も 廃 され , ロー マ 字 が 代 イリ い が 住 * 育 地 と ア に 気 る 状 ` い ァ い 
っ て 用 いら れ た . 1924 年 以来 , 完全 な 男女 同 スシ ギ み や っ コウ つ 中 無 ナ 近 候 高 の いる " ダ 
権 の 国 で , 弁護 士 , 医師 な ど に は 女性 が 多い . タ ア リ ら 北 1 「 海 数 ト い 氷 と わが ョ ル 


23 22 


。 一 面 に 


に の 文様 クイ) っ e 


の る 
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イス タン プー ル は マル モラ 海 , ボス フォ ラス 
海峡 , 金 角 湾 の 集まる と ころ に あっ て , 自然 
と 人 工 を , 歴史 の 手 に よっ て 仕上 げた 美しい 
街 だ . 地理 的 に は アジ ア と ヨー ロッ パ の 接触 


点 で あり , 歴史 的 に は 古 の ビザ ン テ ィ ウ ム で , 


長く 東 ロ ー マ 帝 国 の 都 し た と ころ , 後に オス 
マン ・ ト ルコ の 首都 と な っ た . 従っ て ここ は 
東西 文化 交流 の 中 心 点 で あり , 古典 文化 , キ 
リス ト 教 文化, イス ラム 文化 の 長期 間 に わ た 
る 拠点 で も あっ た . 市 の 内 外 に は アハ メッ ド 
一 世 モ スク を は じ め 各 時 代 を 代表 する 遺 現 が 
多い . 二 大 陸 を 隔て る ボス フォ ラス 海峡 は 水 
深 50 米 以上 . 両 各 に は 離宮 , 別荘 , 墓地 , 漁 
港 が 糸 杉 や 倫 松 の 間 に 点 在 し て いる . だ が こ 
こ は 撮 影 禁 止 の 要塞 地帯 で ある . 海峡 の 両 昌 
を 巡る 遊覧 船 も 黒海 の 入口 まで 行く こと は で 
き な い . トル コ の 海軍 が ソ連 に 対し て 警戒 線 
を 張っ て いる か ら だ . トル コ は 北大 西洋 条約 
の 加盟 国 で あり , クリ ミア 戦争 以来 , ロン シア 
の 南進 を 抑 そる の が 基本 的 政策 と な っ て いる 


ャ 


し 


アナ トリ ア の 西海 洋 , エー ゲ 海 に の ぞ む 海 重 
一 帯 は ギリ シア 人 が イオ ニア と 呼ん だ 土地 で 
ある . ギリ シア 時 代 か ら ロー マ 時 代 に か け て 
幾多 の 植民 地 が つく られ , 都市 が 栄え た . そ 
の 時 代 の 遺 呈 で は ペル ガ モ ン と エフ ェ ソ ス が 
代表 的 な る の と いえ よう . ペル ガ モ ン は 紀元 
前 3 世紀 , アッ タロ ス 家 の 下 に 発展 し , ヘレ 
ニズム 文化 の 一 大 中 心 と な っ た ギリ シア 人 の 
都市 で ある . ゼウス の 大 神殿 を は じ め , 宮 典 , 
劇場 な どの 建造 物 が 残っ て いる . その 規模 か 
ら 考 えて も アテ ナイ に 匹敵 する ほど の 大 都市 
で あっ た ろう . エフ ェ ソ ス は ギリ シア , ロー 
マ 時 代 の 都市 だ が , ここ は 使徒 パウ ロ が し ば 
らく 滝 在 し て 伝道 に 従事 し , 使徒 ヨハ ネ も マ 
リア を 伴っ て 来 住 し 生涯 を 閉じ た と ころ と い 
われ る . ヨハ ネ の 墓 の ある 聖地 と し て 東 ロ ー 
マ 帝 国 の ユスティニアヌス 誠 が ここ に 建立 さ 
せ た 聖 ヨハ ネ 寺 院 の 跡 が 近年 発掘 され た . コ 
ニヤ は この 地方 の 代表 的 な 海港 , イズ ミー ル 
の 後背 地 を な す ア ナ ト リ ア 西部 の 要 地 で ある . 
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う 。 パパ 
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ぶどう 酒 の 産 
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と い 
録 を 書い た と 伝え る 


の 島 の 聖 ヨ ハネ 寺院 は 城 宏 の よう な 
島 は 絶壁 に 囲ま れ , 小 


さ な 船 着 場 か ら 岩 の 上 の 町 まで は , ジグ ザク 


の 急坂 道 を ロバ ( 


間 漂 流し 
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E3 
6 
っ J 
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外壁 は 全て 白 一 色 . 屋上 

小さ な 礼拝 堂 や 鐘楼 が 直 裁 な 陰 

影 を 投げ て いる . エー ゲ 海 西南 端 の ロー ドス 
島 に は 14^5 世紀 に つく られ た ヨー ロッ パ の 
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ぶどう 酒 の 立 飲み を させ る . 


キ 
えら れ て ロ 
乗っ て 登る . 


は また 海水 浴場 と し て 知ら れ て 


お り , ギリ シア 本 土 か ら は 飛行 機 の 便 が ある . 
サン トリ ン 島 は 火山 の 火口 壁 の 一 部 が 海面 上 


た , 


徒 パ ウロ は 捕 
建築 で , 


た 
た 
呈 


残っ て で きた 島 だ . 


ー ゲ 海 は ま 
けら れ 
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変っ 


いる . し か も 驚い た こと に は , 現在 も その ま 
ま 島 民 に 使わ れ て いて , 生き た 中 世 の 街 の 観 


騎士 の 邸宅 が , いわ ゆる 城郭 区 内 に あり , 当 
時 の 紋章 や 彫像 を 飾り つけ た まま 軒 を 並べ て 


上 , 暴風 に あっ て 14 日 
トモ ス は 聖 ヨ ハネ が 
地 人 で , 道行 く 人 ( 


だ 
一 風 
が ある . 


下 
合 
島 だ 
に 
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ー ドス 島 の 城区 、 騎 二 の 
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由 症 | 呈 二 較 ー チ 昌 誠 yo 下 呈 B.c 19>igc 


田舎 の し スト ラン . 豚 の 丸焼き を つく っ て いる 


エー ゲ 諸 島 の せま い , や せ た 土 地 で は 農耕 や 
牧畜 で 生活 する こと は 困難 で あっ た か ら , 住 
民 は 早く か ら 海 上 の 冒険 に の り 出し た . 彼ら 
は オリ エン ト と ヨー ロッ パ の 中 間 を 占め る 好 
位置 を 利用 し て , 主として 交易 に , 時 に は 略 
栓 に 従い , 巨大 な 富 を 蓄積 し . それ に よっ て 
独特 の 文明 , エー ゲ 文 明 を 築き 上 げた . この 
文明 が 最初 に 栄え た の が クレ タ 島 で , 特に 紀 
元 前 2500 年 頃 か ら 1400 年 頃 ま で は この 地 の ク 
ノッ ソス 王国 が 東 地中海 の 革 権 を に ぎり , ラ 
ビリ ンス (迷宮 ) の 名 で 後世 まで 知ら れ た 大 宮 
殿 を 営ん だ . クレ タ 文 明 は 大 地 圭 で クノ ッ ソ 
ス 宮 典 が 破壊 され た 紀元 前 1800 年 頃 を 境 い に 
第 一 隆盛 期 , 第 二 隆盛 期 に 分 けら れる . ウニ 
や ヒト テ デ や 海綿 な どの 海 棲 動物 を 連想 させ る 
バー ボディ ン 陶 人 器 や 高尚 華 奏 な た カマ レス 陶器 
が 第 一 隆盛 期 の 代表 的 遺物 で あり , 第 二 隆 盛 
期 を 代表 する も の は 地震 後 再建 され た クノ ッ 
ソス の 宮殿 建築 と 壁画 , 彫刻 , 陶 格 な ど で あ 
る . 蛇 の 女神 の 象牙 妨 彫 像 も この 期 の も の た だ. 
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往く 娘 達 


も いわ ゆる ギリ シア 型 の 目鼻 立ち を し た 人 
始め , 人 口 わ も ず か 


前 面 は エー ゲ 海 ( 
お か れ て いる . 都市 国家 


アテ ナイ の 守護 神 を 祀る アク ロ ポ リス の バ パル 
だ が 19 世 紀 の 


市 街 に は 2 千年 以前 の 古い ギリ シア 文 
2 千 の 寒村 に 過ぎ な か っ た アテ ネ は いま 人 ロ 
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の ぞ む . 古典 ギリ シア の 黄金 時 代 を 現 出 し た 
アテ ナイ も ここ に あっ た し , 現在 の ギリ シア 


王国 の 首府 あこ こ 〔 
テ ノ ン を は じ め , 当時 の 多く の 神殿 , 劇場 や 


彫刻 が ここ に 集まっ て いて , ギリ シア 文明 の 
港 , ビラ イ ウ ス は か つて ペル シア の 大 艦隊 を 
打破 っ た テ ミ ス トク レス 磨 下 の ギリ シア 艦隊 


が 出港 し た 古く か ら の 港 だ が , 今 も ギリ シア 
第 1 の 港 で あり , この 国 の 貿易 の 中 心 で ある . 


粋 を 示し て いる . 博物 館 に も みる べき も の が 
80 万 に 達し , な お その 発展 は 続い て いる . 外 


多い . 
明 の 雰囲気 が いま な お 充満 し , 街 


( 


発達 し た 歴史 的 な 都会 だ 


が 少く な い . 
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『 
と 。 
We テキ 


ョ ー ヴ ズ 穫 旨 の 彫刻 
本 C.1412C 


ディ 喧 


ーー フネ 。 


ギリ シア の 都市 国家 (ポリ ス ) は , 何れ も 守護 
神 を 持ち , その 守護 神 を 祀る 神殿 を 造営 し た . 
アテ ナイ の それ は アク ロボ リス 丘 上 に そびえ 
る パル テ ノ ン 神殿 で ある . アク ロ ポ リス の 丘 
を 西側 か ら 登れ ば プロ ピュ ライ ア と 呼ば れる 
立派 な 大 理 石 の 門 が あり , その 大 階段 を 登り 
つめ る と 左 に バ パルテノン, 右 に エレ ク テ イ オ 
ン が 見 える . 紀元 前 477 年 に 起工 され た この 
白 大 理 石 の バル テ ノ ン は ギリ シア 神殿 建築 の 
典型 と いわ れ , 世界 で も 最も 壮 正 な 建物 の 一 
つ に 数 えら れ て いる . エク レ テ イ オン は これ 
に 較べ る と , むし ろ 軽 快 , 優雅 な 趣き を も つ 
ギリ シア 中 部 , パル ナ ソ ス 山 の 南西 に ある デ 
ルフ ォ イ は , アボ ロン の 神託 本 と し て 名 高い 
ギリ シア の 諸 市 は 和 戦 , 植民 な ど 国 の 大 事 を 
全て ここ の 神託 に 問う た . 前 6 世紀 が その 最 
盛 期 で , 神域 に は 慕 大 な 奉納 品 が 山積 され た - 
神殿 , 劇場 , 宝庫 , 体育 場 な どの 遺 頼 が ある . 
ダフ ニ の 修道 院 は キリ スト ー 代 記 を 主題 と し , 
金色 を 主 調 と し た 11 世 紀 の モ ザイ ク で 名 高い - 


ドナ ウ 河 に 沿う 首都 さ オ グラ ド 


街 を 歩い て も 共産 国 と し て の 色彩 は 目立た な 反 導 ゆめ 寺 ざ 20 人 MM の 
い が , 新興 国 ら し い 活 気 が あ る . 政府 機関 の グ ア 帯 シス 大 は `" ン ゃ ーー 容 ツ ヴ 
要職 に つい て いる の は 大 部 分 , 第 二 次 大 戦中 ら 。 ア た ま 度 よみ り 9 呈 上 る あの 
に ナチ ・ ド イツ の 占領 軍 と 戦っ た バ パルチザン 省 ル ド な に 的 1 * あ 国 現 
5 3FLN、 人 二 > 屋 富 グ ! 殺 轄 グ の の 

の 生 残り の 若い 人 悦 だ . 年 と っ た 属 宜 を て き て も くう 生ん る 
ば き と 指 揮 し て いる . 何 か あ る と パル チ ザ ン 帯 ゴ コ 海 ケロ ス 沿 が ト フ ? . で 国 1 
う . 2 ら 午 1 E に ビ に ド ヴ 〆 ト と 
の 歌 を 唄う . 役所 は 朝 7 時 か ら 午後 1 時 まで 。 2 の 8 0 M 品 0 スル 
セル ヴィ ア 南 部 か ら マ ケド ニア に か け て は ビ け ` ぞ アニ ェ ア ル “人 ッ の みい 先 

ドン チン 時 代 \ 多 く , 1114 世 紀 頃 の ら そ むせ の ア ・ ヴ ツ 地 な ト 共 つこ 祖 
ザン チン 代 の 古寺 が 多く 世 3 ルン 玉山 * ア ィ 形 だが 和 和 つ の で 
優れ た 壁画 が 多く 残っ て いる . この 国 の 観光 る テス 岳 ギ ル ア 的 か 三国 の 国 あ 
地 と し て は アド リア 海 に の ぞ む 西部 の 海 農 が 種 国 2 ぁ 
風光 の 美 で 有名 だ が , スコ プリ エ を 中 心 と す の 民 な ぶ 葉 ドウ の の オ 前 次 と た 十 独 ス ュ 
る マケドニア 地方 の 古寺 巡礼 も 美術 愛好 の 旅 較 終 る り は 1 を ク は 吉 1 は 了 と が 四 5 の 1 
る 2 本 の 本科 か に 半 * 世 の ツ ゴ 
行者 を 魅了 する に 十分 だ この 辺り は トル ヨ 者 南 作 シ ス 河 イ ら ド ト ロ 後 統 今 入 た ィ ス | 
人 が 今 も 住み , トル コ 語 を 使い , イス ラム 寺 を ス で ※ ア タラ 流 オプ た だ た リ り 1 の 一 の か め ア ァ アラ | 
院 に 通っ て いる . アル バニ ア 国 境 の 町 , オフ の ツ 誠 間 あ ア 6 還 時 ら 有 人 ウッ 
リッ ド は 湖畔 に ある 古い 町 で 幾つ か の 中 世 の て か 人 知 ア 定か の た へ 国 で た が めい ア M 
教会 の 他 , トル コ 時 代 の 城壁 や 塔 が ある . ア 筆 糸 言 る ら 聞 ら 邊 "ジン の ーー ら は 還 【 
ル バ ニ ア と この 国 の 関係 は 作り よく な い . 国 の 人 ポ ず と そ あの の 
境線 に 近寄る と 発砲 され る こと も ある と いう . 多 か け た に スス “アア 紀 1」 ュ 以 一 国 い に る ゴ 
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ミチ デ ネ チ ア の 大 運河 。 運河 に 沿っ せ ツ ェ ネ チア 和 栄 時代 の 家 が 志ん で いる 
ー ィ デー 


ヴェ ネ チ ア は 世界 で 唯一 つの 自動 車 の な い 大 塔 と 配り 民 フ 1| れ を と 地 更 み 帝 心 ン 
都会 と いわ れる . 陸 か ら 4 半 離 れ , 117 の 島 あっ た そ 的 し 上 まそ と こと 国 に 大 
を 375 の 橘 で つなぎ 合わ せ た 水 の 上 の 都市 だ . る た ル ん の な ン 皇 し 受 ど て 品 っ 包 症 所 
交通 は 船 に 頼る . 運河 の 上 に は さま ざま の 橋 で る 当る 直ら の や リル まし 
ミ R = * 宝 で エ 西 た > え 2 
が か か っ て いる が 中 で も 大 運河 の レア ルト の 表 サ ンス 政 は 関 側 都 チ 鶴 玲 一 関 世 2 
橋 が 名 高い . 聖 マ ルコ の , 翼 の ある 獅子 の 旗 か は ア 洪 士 係 の 市 シン " 国 時 係 紀 移 

\ え ュ 小 ア ジ いい ー よ 2 三 が か 二 で 文 ヴ 〆 の 西 を り 
を ひる が え し , 遠く 小 アジ ア ま で 進出 し た ヴ 都 伽 化 チ 都 世 連 都 あ 化 > 給 < 信 で 公 
ェ ネ チア 共和 国 時 代 の 総督 (ドウ ジェ ) の 館 や 市 加 の 家 市 編 か 市 る の ネ 玲 1 ち 国 ん 

護 遺 寺 が 葬 と ヽ 5 央 っ は 「 影 チ 駐 マ だ 
市 の 保護 聖 者, 加 マ ルコ の 遺骸 が 葬 ら れ て し 料 心 支 を た と こ 稀 アァ 在 益 中 丸 7 
る 聖 マ ルコ 寺院 の ある 広場 が この 都会 の 中 心 s 国 世 て メタ 
だ . 東洋 的 と も いえ る 装飾 の 多い ビザ ンチ ン ら 後 た り 
株式 の 大 伯 芽 新婚 夫婦 が 仲 苦く 雰 に 伺 を や の こ 族 ア り 名 が に = 洗 は 島 中 北 
る 広場 な ど , 何 か 幻 想 的 , 反 情 的 な 街 で ある . い 地 ろ の は 回 分 あ ク フト に さき の # イ 
ラヴ ェ ン ニ 避 宝 当 E , 加 回 ES Ge | 7 ィ ー ヴ ん 基 に タタ 
ブウ ツェ デキ は 中 二 の 配 的 大 休 だ: 東 海 派 旋 て が “ レ 西 = で 部 突 リ 
に は 6 世紀 前 後 の ビ ザン チン 様式 や ラテ ン ・ ゴ に そ が 大 い … 何 ン 側 ネ 東 に 出 ア 
バジ リカ 形式 の 古寺 が 数 多く 残っ て いる . 中 | の ア 移 る それ ツチ 側 アァ し の 
ッ ト を 後 下 動 の も ェ ア ア べた 都 
で も 聖 ヴ ィ ター レ 寺 院 は 平泉 の 金色 堂 を 想わ 族 唱 * リ の ウ 人 性 中 バルト テニ イ 市 
せる 絶品 .「 静 寂 の 町 」 と いわ れる この 古風 な 2 え 東 海 = 放 軸 ピ 和 ラド タ 
2 の た 理 寺 し い 際 に ュー 里 ( ヽ 目 だ ロ 海 代 ネ 上 人 サ 河 ヴ リ 山 リ り 地 
街 の 広場 に は いま も ロー マ 時 代 の よう に 黒い 財 や] ちい ちの 示 の ポッ ンド の 
外 論 の 男 達 が 正午 頃 集 っ て き て 立ち 話 を する . "ラマ 中 フィ な の 街 い ン 海 を 半 潜 
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第 二 次 大 戦中 , 撤退 する ドイ ツ 軍 を 追っ て フ 
ィ レ ン ツ ェ に 迫っ た 連合 軍 は 街 を 破壊 し な い 
よう に 特に 注意 を 受け た . ダン テ , ペトラ ル 
カ , ボッ カチ オ , ガリ レオ , レオ ナル ド , ミ 
ケラ ンジ ェ ロ な ど に ゆか り の 深い フィ レン ツ 
ェ は 古い , 秀 れ た 建造 物 , 美術 品 の 多い イタ 
リア の 中 で も , 特に 際立っ た 都市 で ある . ウ 
フィ チ 美 術 館 一 館 だ け に も ボッ ティ チェ ルリ 
の 「 春 」「 ヴ ィ ナ ス の 誕生 」, レオ ナル ド の 「 受 
胎 告知 」, ラ ファ エル ロ の 「 カ ル テ リ ー ノ の 聖 
母 」 な どの 世界 的 な 傑作 が 並ん で いる . 聖 ク 
ロー チェ 寺院 に は ジオ ッ ト ー の 名 高い 壁画 が 
ある . フラ ・ ア ンジ ェ リ コ の 「 受 胎 告知 」 は 
聖 マ ルコ 修道 院 に ある . 街 自体 も 美しい. 民 
家 は 殆 ん ど 全 て 赤褐色 の 瓦 で つく られ , 赤 
い 屋 根 を いた だ いて いる が , 沈ん だ , 落着 い 
た 色調 で ある . 昔 は 花 の 都 と も 呼ば れ て いた . 
ビ ピサ は フィ レン ツェ か ら ア ル ノ 河 に 沿っ て 下 
っ た と ころ に ある 都市 で ,。 ガリ レオ が 引力 の 
法則 の 実験 を し た と 伝え る 有名 な 斜 塔 が ある . 


ロー ドド 水 押 G 堪 mー ャ っ ) 
人 ロー ルド 名 | 凸 り つい し 谷 
で 本 ざ 全 ュー ドロ うろ p 
っ っ XQG 販 押 江 穫 xG 
全 の の 愉 祭 0 セ ひ 。 ョ ュー 
『 中 っ 証 " 尉 時 興和 窟 GH 
期 釣 匠 谷 り うめ 9 ロー ルト 完 
ト ーー ふ 呈 に 志 G せ 0G 
に AAM て だ まい まこ こい () 
公 " 時 埋 GH て ミミ KN ズ て 弥 
筐 完 つ お ロー トド ズ だり 記 宮 時 の つじ 団 羽 吉 川 振 罰 所 りな 4H て 
ふ ュ ト 半 環 學 型 田 " 忠 拉 普 時 採 スト SKK へ へ < 困 叶 て 
て = ト 斗 咽 " 刀 や 尼 握 賞 る ① 末 ン ネト へ 瑞生 
トト =RG 宙 斑 PWG 駐 午 和 的 る も いり 選 革 時 刀 選 剤 AG 
切 圭 つつ 8? 所 RA る う . で ⑨ye 血 明 全 の 孔 つ レロ ュー ト 算 
較 人 筐 山 つ お の 7 ュー ャ 類 環 m 
ーHF ト KG 青 品 召 息 上 四 つ つり” 圭 
判 Gm 一 mAR ス 4H 手 G 革 つや 約 で 89 
ミ K ま へ AK 必 や の 7 親 普 G 聞 正 
ぐ 軸 龍 G に りー りり 月 陣 KG 反 訪 緊 
っ うぷ? 県 震 り " や < 状 碧 G 避 窒 G 
押 唄 舟 庫 湯 后 。 賠 肖 忠 豆 革 コス 
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代 ^ WSG 剛 也 品 所 品 可 翔 G 癒 
J” 閑 " 栄 玖 G 農 つじ G 過 得 
己 や 介 ^ 昌 時 りり 応 弓 や で)G 牙 ポ 
RG 回 だ くく 人 民 べ り 区 和 yo うっ 愉 ? 


て く 忌 IN《Q ギ 玉 世 冊 リ K 同 ロロ 紗 一 嘱 \ 吾 NO 
IO 、 葉 半 斑  、.G さ . 記 下 | 映 下 凡 を うっ 
ささ レレ ュ ふじ ささ ふさ さや トヨ コモ 世 求 玉 ヨ 判 宮 ミレ 
や S り 悪 り 1 ト S1GhD 攻 いせ K セ セッ ト や づつ 
交 じ リ つ 人 な ロ ASm .K 玉 つく 上 せ で 下手 
格 N い る へ 刀 や ゃ や ロ SMN 世 上 下 G 中 財 じ 導 豆 届 呂 
G リリ J っ ゃ G レ ロレ に K 導 ふ ト 選 品 ロロ 画 K 世 己 
宮 心 骨 忘 モ . 記 ・\N ロ ※ ぜ せく ト 外 へ ト 問 
民 っ っ 日 虹 妃 N 界 トト ネト さ KNGJ く 表 . ふ 上 
送り づつ 閣 枯 退 民 思 つく て 区 けり H 農 @GG や や 
G っ ビビ 皿 画 ト G じ ミュ 峡 G .NO . Vp 填 串 
じ 選 民 、8\ 忌 冊 。、、. 世 で くつ 、Ne 赴 
44H や な セ 刀 つつ 相 く いや 選 人 男 IO 右 NH S 玉 避 問 畠 
NO Jp 玉 . . 誠 世に 区 示 束 二 @ 間 人 奈 飲 
だ さけ J リ Q っ くく . づ つる 到 ざり 豆 っ 応答 四 
需 ふつ S 光 8 下 叶 NG さや うい 正 押 せり 諾 避 
和 的 到 信 コリ ロコ 1 乱 @G ト H 共 半 准 、 到 名 @G を だ ギ ぞ 
レ し GS も お 明信 トド や | 中 男 品 世 つ 七 時 口 刀 普 
| ゃ ? 思 鍋 週 下 玉 G ざ \ ハ や トド トル 吉 号 G HK 
ロモ 貴 SG 下 ヨ 者 まま 尽 |1 く 1 し 区 KA 交 A 


ロー マ 人 以前 に 中 部 イタ リア を 支配 し て いた 
エト ルリ ア 人 に つい て は まだ 謎 の 部 分 が 多い . 
その 民族 の 起源 に し て も る , 紀元 前 千年 頃 , 小 
アジ ア 方 面 か ら イ タリ ア 半 島 に 移住 し た も の 
と いう 通説 に 対し , も と か ら イ タリ ア に いた 
と いう 説 も 有力 だ . その 文字 が 解読 で すき な い 
た め , 言語 の 系 統 も いま だ に 分 か ら な い . ヴ 
ォ ル トゥ ー ム ナ と いう 守護 神 を 中 心 に 団結 し , 
紀元 前 8 世紀 頃 か ら ロ ー マ に 減 さ れる 紀元 前 
3 世紀 頃 ま で , この 地方 に 勢力 を ふる っ て い 
た . ロー マ 人 か 政治 ・ 軍 事 , 土木 工事 な ど 実 
用 的 な 面 に 秀 れ た 手腕 を 示し た の に 対し , エ 
トル リア 人 は 絵画 , 彫刻 な どの 美術 や 死後 の 
世界 な ど に 関心 を 寄せ た . 都市 の 遺 距 の ある 
オス ティ ア は ロー マ で 時代 , ロー マ の 外 港 と し 
て 栄え た と ころ だ が , 病 の 流行 の た め 見 捨 
て られ た も の らし い . 当時 の 都市 の 遺 貴 と し 
て は ポン ペイ , ヘラ クレ ニウム な ど が ある が , 
オス ティ ア は これ ら に 劣ら ず 完 全 に 残っ て お 
り , ロー マ 人 の 都市 生活 を 伸 ぶ こと が で きる . 
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ヴェ スー ヴィ オ 火 山 が チレ ニア 海 に の ぞ む と 
ころ に ある ナポリ は 世界 3 大 美 港 の 一 つ に 数 
えら れる イタ リア 第 1 の 良港 だ . 商業 都市 で 
ある が , ポン ベイ 出土 の 絵画 ・ 彫 刻 を 並べ た 
美術 館 , 二 つ の 城塞 を 持ち , 周辺 の カプ ブリ 島 , 
ポン ペイ へ の 足場 で も ある 観光 都市 だ . 9 月 
7 日 を 中 心 に ここ で 行わ れる ビエ ディ グロ ッ 
タ の 祭 に は 全 イ タリ ア の 民謡 作曲 家 が 集まり , 
作品 を 発表 する . 有名 な サン タ ・ ル チア の 海 
電通 り は その 新作 , 旧作 を きこ うと する 人 で 
埋まる . ポン ペイ は ナポリ か ら 自 動車 で 1 時 
間 ほ ど . 79 年 8 月 24 日 の ヴェ スー ヴィ オ の 噴 
火 で 埋まっ た 都市 で , 18 世 紀 か ら 発掘 が 進め 
られ た が , いま だ に 一 部 は その まま 残っ て い 
る . カプ リ 島 は ナポリ 湾 の 南 肖 を な す ソ レン 
ト 半 島 の 沖 に ある 小島 . 海岸 の 岩 壁 の 下 の 有 
名 な 青 の 洞窟 は 午前 中 ボー ト で 中 へ 入る と 海 
水 が エ メラ ルド を と か し た よう に 青く 澄ん で 
美しい . 権 を 操り な が ら 唄 う 船 頭 た ちの テ ノ 
ー ル は 日 本 で は ザラ に 聞け な い ほ どの も の だ ・ 
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スペ イン の 東北 部 , カタ ルー ニ ァ の 海洋 , 特 
に バル セロ ー ナ か ら 北 , フラ ンス 国境 まで は 
スペ イン に は 珍 ら し い , の どか な 風景 が み ら 
れる . 糸 杉 , ミモザ , サポ テン な どの 茂る 海 
凡 は 届 曲 に 富み , 丘 や 岬 や 湾 が 展開 する . 湾 
の 奥 に は 静か な 港 が あり , 小さ な 漁船 が 港 に 
並ん な で いる . バル セロ ー ナ は この 地方 の 主 邑 
で , に ぎ や か な 雰囲気 に あふ れる 街 だ . スペ 
イン 人 の 愛好 する 遊歩 道 が 縦横 に 通じ て いる . 
名 所 は アラ ゴン 王 が 14 世 紀 に 完成 し た スペ イ 
ン ・ ゴ シッ ク の 大 聖堂 , それ に 怪奇 と も いえ 
る ほど 独創 的 な 聖家族 教会 な ど . コロ ンプ ブス 
が アメ リカ へ 向け て 出発 し た 港 で 彼 の 記念 塔 
が あり , 港 に は その 乗船 と 伝え られ る 船 も あ 
る . バル セロ ー ナ か ら 海 注 を 南 に 下っ た タラ 
ゴー ナ は ロー マ 時 代 , 100 万 の 人 口 を 擁し た と 
いわ れる 都会 で , この 街 の 建物 の 大 部 分 は 古 
代 の 城 忌 の 石材 で つく られ て いる と いう . モ 
ント セラ ー ト は 海抜 千 米 を 越え る 石灰 岩 質 の 
岩山 だ . 古い ベネ ディ クト 教団 の 僧院 が ある . 
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スペ イン の 東北 部 は 有名 な 岩山 地帯 で , 殆 ん 
ど 平 野 は な く , 河 は 深い 谷 を 刻ん で いる . 岩 
山 の 斜 面 に 石 を 積ん で わずか な 耕地 を つく り , 
岩 業 や 牧畜 で 暮し を 立て て いる , スペ イン の 
中 で も 最も 貧 農 の 多い 地方 だ . 泥 の 家 が 普通 
で , 時 に は た て 穴 に 住む 人 達 も る み ら れ る . 住 
民 は 背 が 低く , 丸 顔 で , 温和 な 感じ だ . 老人 
が 目立っ て 多い . この 地方 に は 古く 旧 石 器 時 
代 , 岩 か げに 雨 露 を さけ , そこ に 戦争 や 狩猟, 
踊 の 絵 な ど を 残し た 人 々 が いた . ヌ マ ン シア 
に は ロー マ 時 代 の 石 を 敷い た 舗道 や , それ 以 
前 , この 地方 を 中 心 に イベ リア 半島 の 大 半 に 
分 布 し て いた イベ リア 族 の 大 集落 の 寺 が ある . 
いま は 地味 が や せ 人 が 少な いこ と も あっ て 大 
き な 都 会 は 稀 だ が , 谷 の 開け た と ころ に は 地 
方 的 な 小 都会 が あり , 昔 の 領主 の 館 が 残っ て 
いた りす る . 彼 等 は 現在 も か な り の 権力 を 持 
っ て いる よう だ . 町 々 に は 意外 に 立派 な ロマ 
ネス ク の 寺院 が あり , これ ら の 寺院 の 彫像 に 
は 飛鳥 仏 や 中 国 の 六朝 仏 を 思わ す も の が ある . 
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首都 マドリ ッ ド は スペ イン の ほほ 中 央 に ある . 
16 世 紀 , スペ イン の 黄金 時 代 以来 の 都 で , 立 
派 な 王宮 や 王 病 に も 大 誠 国 の 風格 が 感じ られ 
る . 現在 な お 繁栄 し て いる 大 都会 で , 近代 的 
な 面 も 多い が , 古い 静か な 街 に は 義賊 が か く 
れ て いた と 伝え る 穴 倉 の よう な 酒場 と か , 子 
豚 の 妨 焼 き を 喰 べ させ る 古い レス トラ ン な ど 
が あっ て , 古風 な スペ イン が 見 られ る . カト 
リッ ク の 国 だ け に 寺院 が 多く , 礼拝 像 を 売る 
店 も 目立つ . 復活 祭 前 後 は 4 て 5 日 間 , 交通 機 
関 以 外 は 一 切 休業 と いう ほど だ . 一 方 , 街 に 
は 酒場 が 多く , エビ , 貞 な ど を さか な に 立 飲 
み を する. 何 百年 も 続い た 老舗 も 幾つ か ある . 
すべ て に 大 時 代 的 で , 中 世 そ の まま の 服装 を 
し た 番 人 が 公園 に いた りす る . スペ イン 人 は 
芸術 , 技能 に 対す る 批判 が きび し い . 有名 な 
闘牛 士 も 戦い ぶり が 悪い と , や め ろ と か , 金 
を 返せ と か いっ て さわ き ぎ 出 す . 宜 っ ぱり の 国 
民 で , 晩 八 会 の 招待 が 11 時 な ど と いう こと ぁゃ 
ある . 市 内 の 電車 は 2 時 過ぎ まで 動い て いる . 
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スペ イン の 南部 に は スペ イン 最大 の 平野 と 最 
高 の 山 が ある . 銅 , 銀 の 鉱産 に 富む た め , 早 
く か ら 地 中 海 沿 則 の 諸 民族 に よっ て 開発 され 
た . イベ リア 族 の 一 派 で ある トゥ ルー デ テ タ ン 
人 が ここ に 香 銅器 文化 を つく り , その 後 , フ 
ェ ニ キア , カル タゴ , ロー マ が 征服 し , ヴァ 
ンダ ル 人 , 西 ゴ ー ト 人 , 最後 に サラ セン 人 が 
来 た . サラ セン 人 は コル ド バ を 中 心 に 西 カ リ 
フ 王 国 を 建て た が , 当時 の コル ド バ は ヨー ロ 
ッ パ 最大 の 都市 で あり , その 図書 館 は 蔵書 60 
万 巻 . 各国 の 学者 が ここ に 集まっ て , ギリ シ 
了 哲 学 の 研究 も 行わ れ た . 西 カ リフ 王国 は そ 
の 後 , 大 小 約 20 の 王国 に 分 裂 , 13 て 15 世 紀 に 
か け て キリ スト 教徒 に 再 征服 され た が , スペ 
イン 南部 に は いま ゃ 当時 の モス ク , 城塞 , 宮 
殿 な ど が 数 多く 残っ て いる . 中 で も グラ ナダ 
の アラ ンプ ラ 宮 殿 が 名 高い . 民家 に は 美しい 
中 庭 ( パ ティ オ ) の ある も の が 多く , 中 央 に 井 
戸 や 水盤 を 設け て , 周囲 に 植木 や 草花 を 飾っ 
て いる . オリ エン ト 起 源 の 趣味 に ちがい な い - 
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タン ジー ル や カサ プラ ンカ の よう な 大 都市 で 
は ヨー ロッ パ 人 の 居住 地区 と , モー ル 人 の 居 
住地 区 と が わか れ て いる が , シャ ウエ ン の よ 
うな 田舎 の 町 は , 完全 に モー ル 人 の 町 で ある . 
白く 塗っ た 家 ( い わ ゆ る カサ ・ ブ プラ ンカ) が 狭 
い 道 の 両側 に ぎっ し り と 並ん で いる . 建物 の 
縁 や 窓 は 青 , 縁 な ど で き れい に 縁 ど られ て い 
る . 町 は 城壁 を めぐ らし , 入口 や 辻 々 に は サ 
ラセン 風 の ア ー チ が ある . 市 場 は 迷路 の よう 
に 細い 道 が 曲り くね り , た くさ ん の 店 が 集 っ 
て いる . だ が 秩序 は よく 保 た れ , ベル ベル 人 
の 多い 山岳 地帯 で も さほど 危険 は な いと いう . 
産業 は 農業 と 牧 畜 が 主 で ある . 虹 法 が お くれ 
て いる た め に 媒 民 は 切 し い が , 土地 は 肥 決 だ . 
寺 鉱 石 を は じ め , 鉛 , 亜鉛 な ど 鉱 産 資源 も 多 
い . し か し , 地中海 域 の 他 の アラ ブ 諸 国家 と 
違っ て 国民 の 文化 水準 は 低く , 住民 の 大 部 分 
は 文盲 で ある . モロ ッ コ 王国 は 独立 国家 と し 
て 新 発 足 は し た が , 実際 に 近代 的 な 国家 に ま 
て 成長 する の は , まだ まだ 先 の こと で あろ う . 
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